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2．ダイアグラムの配列形式
ダイアグラムは、図 1にみられるように複数の図形によって

表現されており、それらのまとまり方からひとつの図として独

立したものを単位図 2) として定義する。ここでは、ダイアグ

ラムを単位図の配列形式とそれらの序列を示す記号の有無から

検討する（図 2）。まず単位図の配列形式をその規則性から整

理し、全ての単位図が一つの軸に沿って並べられたものを【一

軸】、二つの軸に沿って並べられたものを【二軸】、共通した軸

がみられないものを【軸なし】の３つに大別した。次に単位図

間を英数字や文字によって序列を示す文字記号、単位図同士の

関係を示す対応線、矢印を序列記号として捉えた。そして図 2

では単位図の配列形式と序列記号の有無が示されている。その

結果【一軸】が多くみられ、このとき序列記号をもたないダイ

アグラムが比較的多くみられた。

図 3　単位図を構成する図形の種類

図 2　単位図の配列形式と序列記号の関係
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１．序
建築家は、自身が設計した作品を発表する際に、複数の図によ

り構成されたダイアグラムを用いて、コンセプトを明快に表現

することがある。それらは、建築のかたちを単純な外形線のみ

で描くものや、様々な機能に対応可能である様子を色の変化に

よって示すものなど様々であるが、一つのダイアグラムを構成

する図相互の関係によってそれぞれ独自のコンセプトが表現さ

れているといえる。したがって、このようなダイアグラム表現

には、建築を生成する仕組みに関する建築家のイメージが示さ

れていると考えられる。そこで本研究では、建築作品のダイア

グラムを資料 1) とし、それを構成する複数の図の配列形式と

図相互の表現内容からみた生成に関わる操作との関係を検討す

ることで、設計論理を示す建築の生成イメージの一端を明らか

にすることを目的とする。
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図 4　単位図の描画形式
表　単位図の組合せにみるダイアグラムの性格
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3.　単位図の描画形式にみるダイアグラムの性格
3.1　単位図の描画形式　　単位図を構成する図形の種類をそ

の内容から、二次元的に表現された平面図形、三次元的に表現

された立体図形、ロゴや矢印などの記号図形で捉えた 3）（図 3）。

それとあわせて図形を分節する線（以下、分節線）の有無も同

時に検討した。こうした、単位図に描かれる図形の種類、数、

分節線の有無の組み合わせから単位図の描画形式を捉えた（図

4）。その結果、平面図形、立体図形ともに記号図形をもたず、

単数図形で分節線をもつものが最も多くみられた。

3.2　単位図の組合せからみたダイアグラムの性格　　単位図

の組合せからダイアグラムの性格を捉え、2章で分類した配列

形式との関係を検討した（表）。その結果、平面図形同士の組

合せ（以下、平面図形ダイアグラム）と立体図形同士の組合せ

（以下、立体図形ダイアグラム）で資料のほとんどが捉えるこ

とができた。両者を比較すると、平面図形ダイアグラムにおい

ては、記号図形をもった組合せが多く（36/54 作品）、分節線

をもつ単位図のみの組合せとそれ以外の組合せが同数程度みら

れた。一方で、立体図形ダイアグラムでは記号図形をもった組

合せが少なく（18/85 作品）、分節線をもつ単位図のみの組合

せが多くみられた。これは、ダイアグラムを平面的に捉えると

きには記号を用い、図式的に表現するのに対し、立体的に捉え

るときには分節線を用い、実体に近い表現をする傾向にあると

いえる。また、平面図形ダイアグラムには【二軸】の配列形式

をもつものが多くみられるのに対し、立体図形ダイアグラムに

は【軸なし】の配列形式が多くみられた。

4.　ダイアグラムにみる建築の生成モデル
4.1　単位図間の操作の種類　　3 章で明らかにした単位図の

描画形式をもとに、単位図同士を比較し、変化の内容を読み

取ることで生成に関する操作を捉える（図 5）。操作の種類は、

単位図間において、図形が増えるものを付加、異なる図形同士

が結びつくものを統合、図形の輪郭の変化がみられるものを変

形、図形の分節線が増加するものや複数の図形に分かれるもの

を分割、異なる図形に置き換わるものを置換とし、５つで捉え

た（図 6）。

4.2　単位図間の操作の組合せにみる生成モデル　　前節で捉

えた操作の種類をもとに、ダイアグラム全体の操作の組合せを

生成モデルとする（図 7）。生成モデルは、付加、統合の操作

のみによって、複数の単位図が集合してひとつの建築の成り立

ちが示されるものを集成モデル、変形、分割の操作のみによっ

て図形が変化し、建築の生成の段階が示されるものを変成モデ

ル、置換の操作のみによって、ひとつの建築の複数の現れ方が



アグラムが多くみられた。これは、それぞれの平面図形が異な

る建築の現れ方を示し、序列とは無関係な意味合いをもつため、

ひとつの軸に並べることで多面性を強調し、図式性の強い表現

を意図するものであると考えられる。最後に複合モデルにおい

ては、序列記号の有無に関わらず【一軸】と【二軸】に一定の

資料がみられた。これは要素に複雑な操作を与える際には、ひ

とつの軸の中で段階的に捉えるだけでなく、無性格な二軸の配

列の中に単位を並べることでそれぞれの操作を整理する傾向に

あると考えられる。

5.2　通時的傾向　　さらに、全ての生成モデルと配列形式の

関係を通時的に検討した（図 9）。その結果、複合モデルにお

いて、序列記号があるときには、70~80 年代の作品の割合が

高くなるのに対して（6/11 作品）、序列記号がないときには、

【二軸】の配列形式の中に 00年代の作品の割合が高かった（6/8

作品）。これは、複雑な操作の組合せで建築の生成を捉える際

に、70~80 年代ではその操作の段階を序列記号によって明示

する傾向にあったが、近年においては、序列記号がなく、操作

の段階を明示しないといったそれまでの生成イメージとは異

なった傾向を示すものであると考えられる。さらに、集成モデ

ルにおいては、序列記号ありの【軸なし】に 90年代以外の作

品が少なかった（3/12 作品）。これは、序列記号を用いること

で不規則な配列をもった要素同士の関係を明示し、その集合と

して建築を捉えることが 90年代の集成モデルの捉え方のひと

つの特徴であると考えられる。また変成モデルは、資料の 2/3

が（20/30 作品）00 年代の作品であった。これは、建築を変

示されるものを範列モデルとし、それらが複合するモデル（複

合モデル）で捉えることができた。

5.　ダイアグラムにみる建築の生成イメージ
5.1　ダイアグラムの配列形式と生成モデルの関係　　2 章で

捉えた配列形式、及び序列記号の有無と 4章で捉えた生成モ

デルの関係を検討した（図 8）。まず、最も資料数の多い集成

モデルにおいては、序列記号の有無に関係なく【一軸】の配列

形式に資料が偏り、その大半が立体図形ダイアグラムであった。

これは、建築を要素の集合として捉える際には、ひとつの軸に

沿って配列することで、建築の実体に近い要素の立体的な位置

関係を明示することを意図したものであると考えられる。また

他の生成モデルと比較して、序列記号ありの【軸なし】に資料

が多くみられた。これは本来ひとつの軸では捉えきれない建築

がもつ複雑な部分同士の位置関係を序列記号を用いることで明

確にするものであると考えられる。次に、変成モデルにおいて

は、集成モデルと同様に【一軸】に資料が集中した。これは、

要素を変化させていくことで建築の生成を捉える際には、単位

をひとつの軸に沿って配列することで変化の段階を捉えやすく

することを意図したものであると考えられる。また平面図形ダ

イアグラムと立体図形ダイアグラムの資料の割合を検討する

と、序列記号をもつ場合には平面図形ダイアグラムであるもの

に資料の偏りがみられた。これは、変化させる要素を図式的に

捉えた場合に、配列に加え、序列記号を用いることにより操作

の順序を強調する傾向にあると考えられる。範列モデルにおい

ては、序列記号がない【一軸】に資料が集中し、平面図形ダイ

③

図 5　3章の分析例 図 6　単位図間にみる操作の種類 図 7　操作の組合せにみる生成モデル
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した場合、序列記号を用いず、図の対応関係や生成の段階を明

示しないといった従来の捉え方とは異なる新たな表現が明らか

になった。このことは、建築を複雑な操作が展開するプロセス

の中で捉えようとする場合に、ひとつの流れの中で捉えるので

はなく、いくつかの操作を並走させることによって捉えようと

する思考の現れであると考えられる。またそれと同時に、変成

によって建築の生成を捉える割合が増えており、建築が生成す

るそのプロセスを重要視するといった近年に特徴的な２つの傾

向が明らかになった。

註 :
１）資料は、建築ジャーナリズムにおいて国際的な事例を取り扱っている「a
＋ u」1972 年から 2009 年を資料対象とし、その中で、複数の図によって
構成されたダイアグラム表現が見られる作品 145 作品を資料対象とする。
２）単位図は 145 作品の中から、768 の単位図を抽出した。　　
３）同一の図形が反復するものに関しては群とし、単一の図形として捉える。

化の中で捉えることが近年における建築の生成イメージのひと

つの特徴であることを示すと考えられる。

6.　結
以上、ダイアグラム表現にみる建築の生成イメージを単位図の

配列形式と生成モデルとの関係をもとに、描画形式とあわせて

検討した。単位図の描画形式の比較から、ダイアグラムにみる

生成モデルを集成モデル、変成モデル、範列モデルおよびそれ

らの組合せによる複合モデルで捉えることができた。また配列

形式は図をひとつの軸にそって並べるものが最も多くみられ、

それが図形の立体的な位置関係や変化の過程を明示するダイア

グラムの基本的な表現形式であることがわかった。それに対

し、図がグリッド上に配列されるものやランダムに配列される

場合、序列記号を用いることで図の対応関係を明解に示すもの

が多いが、近年においては複雑な操作で建築の生成をイメージ

23

図 8　単位図の配列と生成モデルの関係 図 9　通時的傾向
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